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"{;] 1 値札 人J¥';/til同｜、 196,1可：， 9R,10九＼ シ， u r- と［イ， ft守の主！~な側面J （矛f百一的主主要方面j)とがf;{7Jlj
t,J己東♂〕If;(:t I J: -j- 、てこの本から引｝りする〕であるこ されず， 店fJ・.fを後手干のごとく誤読してきたため、
とを指摘すふだけで十分なはずとが ；；tのためにあ l主要な矛店の側面！と L寸概念を圧殺し， i主要
とでくオ）しく論ずζ、（日をみ工）ことにしく光を な矛盾の側面」の一側面である i，屑の主要な側
二L二・） ' 由］でおきかえてきたわけである υ 以上の凡Lを整
次にi2）のE沢東じI）論理構造かんみた均台。 毛沢 玉虫すれば次のことくであるつ
申；c＇〕Ji命昨1t/ti己・t .っしI）／，（いんみてい C 活iに論
f科展開山l[i.'j/{, 店4「？守でl.t' まずL、〈ノ）;) ＇のイサ！日
ぴ） t .山、かん ｜二＇~；＼矛店」全抗日しにし、 次にその
「 t~gr.. イr 「斤｜ υ）乙川、治、九「L：要人：側面iJ を i限し
Fよレ L、＇i.:,・ I-. 、Jみ， 1 戸 1、井‘.，為 J,' ----, ’ I , I 十医'-＇＂，：川ム／ふ i) I l ＇，一二；，：： ,1帽しに lィ ~j し J 込）、 Tふ
福山段階でiz J 主要tc:rmiに｜（日1Ji1rjJ iJ‘あるこ
土主で示I廷し／こに：r：唱 「jliJfFil(/) jl＇］存 lこi土台：九
人 Jていたい す；ゴに；，命JHの強高C t:'Ji~J：がお，（ t;: 
七（↑，／l /h心こど士号ぇ}.t( :;', この論理！ぴ〕強
＂問こそ上； J,r，：工足であろご｝｝つまり I lHIJ¥fiT U）内
'?I；こち；九入.' -~- ,'/ ,.L、ことはラ 逆iニレえはここで
:t fょにより仁 Eず l} '.¥;! I仁オ二，ri－」 がり金；鴻，：，； :ltてお
り，七三「jlJjnj」を 1主要・次要！とい〕／対立
,1視点 i /J、：＇，では日く．＼杭ゴ＇）悦 ｝）＞からとらえ
にことによ、二 i lAtt .イ・rnIと［主要でよい、
正予防 l と，.nI !I I Ji i¥Cdヒt h：強く .f，殺さ jしていら









,') Jごふりい‘ 従来雪 ;j，！） て不iぺyなJ1l!/WL心、
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b訳， a訳に同じ 197, 215 ( 2カ所）ページ
c需＜， ” 36, 74〔 ’e 
d 沢， I ．内）庁i、 63 C " 
e訳， ” 65, 80 ( ” 〉ページ
f 長R, I ltl:l, 472 ( q 





































































方両干u:/1：主要i'1JJorili:1,1,1:f近情形j B (il 係半；，
1 ():l，くージ）コ
｜対於主要的矛席和1主要的フチ后・主要的矛盾
J;iU1f1:f［＇主要的イ ＇J行／Joi1'(1研究J ぐ (Fjl種＊・
]()4, ＇.ージ上












i 要 Iり干 l行方市 非 Jc要 p(Jイ，l{i)jifti
日以ih、ら1rJ：， カーべように， jJ (/) f仇J:Cわなかでiよ
X・Y泊a 「l山itfd古形 l j 江， j 飴矛店t情j叱｜止してど Jf~
タI]/ < f；可じ示：さノでとらえられているけ f ）まりここ
では、差別性〉として／分析的に把握されて L、
ふc 二jL Kニ対し、じっw,J文におけるi凡i〆｝の祝念は
.＇［体的 構iii（内〉ノ総合的ノネ見点 /J• 九杷 J足さ ;it
• i、／’i、 ＂」 <J 
l足以； iBにおける〈分析的J巳｝［，； とι、における
構 J主的J巴促／とを lくりljでき tcかず〉たいそしてじ
全日におき刀込えごしま，yたの／ム この結果じが抹
{',) ,iれたのは iわんん、 R i当｛本を t,r当にとらえ
きれなくな f ＇た Jなぜな「， BはCとの対比にお 1ぜ￥
ごその意義が i手彫りにされるのであって、 C = B
と寸るこさ、 Rの怠1.t；さえ半分以上 ＇）えよわせふ（！）
どJ そして既J」山誠百 i 土 i毛沢東は~：く 1,,J じこと
はをど凹 1,くり j／三 4ケ：；＇f男」という IW苦とをいた
1，、さ jtたり、 ｛者）る＼ ・ilril L二ど；iをくり i＇！ ト二と
二そ毛沢東の大衆性fことサ、ソカケしたりする i 十
ずれにせよ有害であることに変わ川土tい、

































「専門家 d研究者j であく＇｝ '・ 、f.i}Jk全Ll;_, C し‘る。d訳〔'f:Zq幸彦太郎）
-fin jーとJI可側面し＇） .－） 九， こんなことを匁l,- /( るはすこの既l訪れりえた青た人が，かえ「〉ずー側面は主
アソ土；泣く十ントガというほかな＇，＇，L、と t上！その主要な！Wlfi他リiir¥1J而は同lj次的である。支J、
：つどHみておこう di有のi沢をあ ξJ’円；），－1:: ；淳 I~旬以 f交わりそ；tfこすとヤらそI.'' 二－ I i • 
' i ，と’／·~
瓦三ノI三 l・: イ民主要｛内示店起す＇r·~－良導1Y1W！持、r J.l f干v') :il] riri てふ~， ( (jtiノ、ーシ人
" "I( ( i主；｜｜減,1：・ JわJ年必太郎） (fl3秘本， 97ベージ）ぃ泣 /J疑義的i
















































































rtl Ii.: ；.二 :_ ・I (;lif1i l』こととある（475、－ :> )a 
日 J•( （小型「f口f) 
ご,/ u起人／WIJi耐と；工、










主要 1;_j¥liJ[f;i.: :t i一二，！ > I' 
，／こく勺 fこがL、t(，、f tた寸一ことに J ) L、こi士、空
その.， ）が主要な干’
決定的ts.役加をはた
かたらず、「を（／） ／，仁方、でi土，J沢でも全く無tlされて，， ＇ることでふるい 二－，＿ 7:.. 
l主WIな側面iであり それが指導的な、｝古 C／；，り、7、，）差こそあJi寸，.；：て
白＼lj；火山］な/l1Jj1rjく、ふる 上た従属i¥Jな地副次的な，し，その他の矛盾は，I 0；；二もL 口： －rt 、 F二 ，J、・－ ' , '0)" 
(77ベージ）。
「指導的役わりをはたすのが一つの主要
！立にた〆）J - .一戸｝｝＼  し特別の｛flリ；が／；いh,:,4黒悦 L亡、、L‘か，
ぞiJf-'. 毛沢東が；手Inをど ，｝）（土無rJ!,i土決して斤されな v、つ










































ということに必、すーなど＇.， J / 
わた〈し i上＇1＇［！』r：苦マ：J）守門家で；土 ti.'
,;i('. IJ: tでさ／、：、、えlミ句こn一丈のなカ‘でL、fHJが二




!, ，.＇） ごふ 1 二、！日号.（iJ／仁、 決J[¥t<Jiよれー）再生J；二 L、
とv刈w.:t ‘MIJ；欠的‘従属的地fなにおかれる （“／ : 
- 〆）
r ,ils'. rm，淳1¥Jic{t:rl：！＇おこ寸 Cりは、 i豆&en:T・ 
,n1げであふ／ これ；tト kたく疑いρ なL、とてん
ごある『［そ Jl／；.かの‘・ 'i: !r• ならすさt＇をなもの
くあっご、 Hi＇与が,J／； τ i-J（＇！七i下J!s.icrtlをお二し、そ
））他はl,'jJi欠［J'.J, 従属的j也f立にお小れるi (47,i,し
シ）。
はれ I . ') ui主要な矛／[ifニittジ出導（｛］なitl鳴き
生して L、己こと i上， L、ささカ‘ LゐLう;i,1也か／，（ L、i,
「わならすてのご）九一＿，）h；主要な｛〉山で，h・＞ て、
t'¥ci/$.（↑'.J, けと1i:(fJi;j動：＼ .~. :. , そ♂）(lかI.t, 1c¥1J iJ: (1, 
従/i＇.＼的必ili!i>'Lにめる l（；灼（）ベー／）ヘ
山fi1半／，、九みぐいごう , nf工を 1'.しく JU允
）＞ 。上一） (, fょ1., ) J-, ／こくしの｛Ii；）；上；5＿：ゴ｝とおり。
〕）乙l〕；主日1・
けたと、、 ：！ c＇；工 7三くもGL、／（ ，、 fをf(i i＇必、定 fI 
lこ y',, :: ,J: i} :t 1,jじでふり『 ;! ) ／こ； Liん‘り iご15:
山ょう iこ＂｝よし；ぉ－~1こい t 「〕〉／〉込｝て，gzふものて、
(Jj，与的・i1'.:1主1iJ1l用をし， ;:~ （ハft包；土品iJ欠点分・1；［肢がj
J也1立に宇〉るように必ずなる J
；欠に lイ’ l百i!t己主1淳w吊｜の，;J,i・怜，；－tしl-・1, 
') ;Jj (;-' いt,F＞ ンノ －n例：にが参J引こなる i川、での
1'1Tfこl:b'J二／），：＇）（ヂ1Jてと七λて_J-sき／こ，， ', 
「資産階級：L1新的担進歩作用的階；比転、化；ろl[
的起r-J:Ji)J作用的階級l c ,r，這本， 99＜.ージ）。
叫l民主階糾） r＆為独、ぅ；：＇iJ和照史i・＇：；：二ザj!¥，沼1!'1,12,'
対］（甲倍本， 100ページi,-
l：の三・ 1 :Tl (y1J丈に;ts＼、て 「起jf!:i伝作用i h包｝ぇ
則ft:J司IV ，，「一：体力‘ l資産階級jでふ／；｝二（モラ i起
主i勇作用Ici主体が I！需産階級｜である三と tUlJ] 









rうーげにかくれ上りとする。 その結果、 r；千店A 起主
惇｛b-Fl＇を［矛盾に才 jL、て J, i手1Hのなかで、i，「，if,
［行ド！などと訳してし主 ：） 。どがヲこれはきj、ih
て一千二ト分な訳であるの 中i主i詰の構造を忠実にとじ
えてし、h＇，、こ去が士ず問題であり、 第 ＇.！ fことの訳




‘，（. ; ）えどい；＿：，._ r矛店起主導作用：土 L、うとき‘
手店it ／統ーのりt点、から把J尽されるに i；手取起
i作作用的-Jra！とし、うとき， 1fび「対立の悦，：心
に ）！.＇： るか，二こではど統←イ） t\i／~＼ i：ふまえtこう
Jての， pl言者ーの総括としてのく対立の悦点、ノでふ







fr雪山Jfuj,' jが転化する J 逆にいえi:f, 「矛盾の地
{-'r i ／いldヒす一三うのは， 「主要仰muiが（次要側面jj 
，＼枇｛ヒするときであるの このJji＿純肝｜宍（.（論理がど
行や＇＇ l;:t訳の訳者たちにはよくわからなか，＇！，：ム






る山は：＇＼然の店 il徒だと Lて‘ この均台、 E沢東の
バi];lf!'i:. E山中一（山 tlLUv）作匝Jp t C r1:1確に.：； .＼え
たうえてと c",え仁司と＇， －＂） こと fニ「J そのど ／（） に，
このWIT）升；IJト ，） iこi＼川上九（二J」LC.L，ぎたし、 0 .そ
し＇）主要／ h iliJI白土 it' 矛盾が主将作用をするラその
HUH耐とある f 上；二述へた J担｝.＇~ぴ〉将耐〉をこの訳
丈 ／＂ :tでf<J足｝ること it 1:11HJ包であるかもしれh
1-／，ぺ、 A > 4 l ;IJ ;/Ll＇－＇よ凡な問題志織で「矛盾
1i111i」：~ii三七／（ tど寸jL t {, ［乳J：とばかぷ；lJi：主 J , Iこ
t ,/ J；二日〆ム・；_cViんらこと i土／こし；＇.＜ミであふり 〆とjLH 
将J仁（IJ ，；~（ j逗としこ、 ここであと二リ山二，l:を＼ ' -! 
亡才〕きたし、
主 i'dl沢；：，・J＼、ての この fl弓！？れこ l~－J するかぎり ιi
訳心ゐ ｜フチj百/J；」， どし、うそし＇）｛ jlj1f1iJ として L、るび）
iむiHliできふ，， しカミし， 二νりclJ，＇.；工、tskび腰J
でん IJ, 不安定であるしはたしご‘ 1i:1じ，）i青山じ
以では，多＼t,ii~ ：こ j.'f!足りしてしと＇ ／二 ,J－.＇.首がも
」 cl；沢士，；，；~ ;1 ／二として c九Riニ改め ！このて、ふXLば、
d ;jJ（））収士，faj Lるとき仁 両／｛♂） I止：；；吾：ニ Mi: -1，二さで
も♂ Jf二し、 Lしd,;.1：，う込 1：し
ah：て I J片L,o：とLたしyノ治、ιJ ,I｛宇？の兄解をう心、カ、ムL、fこ
L、i,1T〕で夕、（1.
第三 it中 丈訟の問題であるこy 白/jの一文；こ
おける ll斤，i'／イfijはこれtで「1弘主：示す j と角！（
主れてきた＂「矛！百において」；矛！古のな／〉、で と
＼勺l,);f：土「.1｝」説と無関係ではなk、 「g5_J説
l 土，泊ミ fより広L 、 f;.;t.2~であるからこの均台もあては
ヱることは7こし刀、だ志v おおまかすぎて、とうて
L、的確にと；・，えたとはL、えなL九 二の場介、どの


















－ T手応論，I］の翻訳について l，『思想』， 1962年3月＼｝，
以下fと略的。
「ケ），;F'.の品初jの部分i士、単純な誤訳だから，二
















I~~解釈に許しん J三」 ー文が誤，，尺であり， 「｝J；〔文の
:_ti.孔c/し
げ~~ t-1 ＇－’ 内右の論理」 をIfしく把院しえてい1い、
ことは寸ぞにIで;r己Lた。 L ／：＿ ，う註 ？ と？？げすが r i:




L t二 ｜竹内M· ；ポび〕 It~ f）は、側面山－ui＆、バ：耳更し’l:J
題とコf’店cl！主要、 次壊の問題と；J,IJIJ山1:nt宮であ .，：
1: L、1こと七fjlfr序しさえす；！1iよ、 J・ くにlりlt'J：こ江
手／＼＇1に竹内好，ti（では了その主主どfc ifIJifljこそ τ·• イU•• 
指導作）i：士パ／＝ ;, ;j寸、しめるlJUJmi伐のだ1とな J ’
ている） 二，lLでは，－iへて山フ千店主J！？妥fi. .{-f1目」
にた〆）こしヒう ）ιぜな「）主要示！百山，／／..でたくち：うく
L要；'.J:c｛’m卜 七川、 fr），淳的令 1と定的｛午月lをLtr.いチl(i)
干｝唱 ゃい ！） 士山主 ＇，＼；~！仁 j\ll]ifii をぜ＇.，.ぐいる心、 1·，であ
る r b尺束,Jj若：f'lc:J: u 1"店論よと屈さJLて、、ふか、
こんな手！百こは無関係であるJ(1-5;'一点i土松村）（
1111刊？の松村・竹内，；J¥Jlt'f'IJ治＞／県内科／リハ 七＇:j、i
のこのl,z,i命七.；－3 t ;:_ ;,"jl!J；な議論であふり l-2:1］，ノ）主
辛（｝〕強調印分およ U I Iょぜfよf》i以下J)J1H 18 ,; ~IV I 
；士七く文京不1/jでふる j 第 iに、 Yri1:J，似iこ主れ：ょ
なぜ「すへてのオ七月守J/;' 「主要なうf-)i'f J にふる内









要なオ1盾」 をとり /:I¥L, ，主要なすpj百Jと「主要で
















mv） 主要，ケf¥lW1i'. ；こ J 川、て；士 i二f：導fiミmi
iイ，
I, ＇，、 L、
1,正庁全iえりljLーとし、ィ：）こどに？tll tt仁、 tJ:H・ • Yr1人i
,X1t1)ii行合 IHi'存（t'Jなはたらさi，後二？？を「ti／主的
！仁t土f：「》生占と ，v{Lう）－ftてL、るが， i'J" f:J Jzf I山 tl,]j 
f[・をとし；二 I H~等的作用！ I Jti'ifHi二用j と，J;L.ょ
，、／〉 ;!;). tわれはl、1ifを lル誇i月JIある十：.t: i泌
E山下Ji'f:.ltl! . fをすi° ノピ 「主導iHtlJとlぷし C.Jsきrこ





1 %2:tj :l J」:1 上Iザ）。
（『図書新民LJ,
松村一人「竹内氏の断定は神託か？ j （『伝！書新
















(t}ιたけ， fi2ij二7松十「 人 lj長生聴，trn円るし：
rJ l}) . 
竹内実 Tイ，！月一ぬ＇Iの翻，／（に J ) L、く Ier・唯物論｛！万
・,u，日年秋：；）





二円論争i辻、..• ;f Fi'l ,lnilJIのi翻，；J(it己;i:，ボ・おi,Xあ；！ ) 段~とし、う概怠がそ
れぞれィ！羽係的、／な概念で、あることを読みとってわたく L・ハ「，，hこあらのせて 5稀主h! IHf . ~ t II= .
中Ult青山 高一戸1fが（関係的〉性格を強i T: L，日J：、it二，：；) : i /) ＇：二れとにふる品、も/J's f承知E,(0 : j ' 
この J関係的〉祝｛Zを見失＇ ' くιJJのであり‘Y<'S どIt ', v、心、／こ11•ト； i l 己＇.（／：三；／， .！こみし)I_／仁‘、 J
『矛情論」の論；EヰH土ぇ’：1'.{科学］〉にのみ把ti干すると，F ；ニ J行JぬLんや1J，ウ o',li1jふ，）' : lりら
わかりやすくいえば中！言語？？くわ，れら江くなるし日，i：♂，j.，；、f；工tiI) t：ふjLノ？｛金丸fr ti:.・，こど iこ包）


















『矛｝百q, I 1;j,j,'fUJtJ!Jj;、の解政仁みた話i士一F「子だが，じ凡首！itt JI j;,f!・1sli以 1_1んe,-. il',4c iふ． 
！軍事！｝（ミ IJ/1<川ドリ 既；;Jr；のs訳出,i'B,I v>f'IJ￥？のどめ｛二It不1iJうくであるIf こヅ，1たii(内 I:t ！発JiQ,fa.,l,'r,; 
／三 t,rt 1.FJT'l家でふく：》Itfなの1，・＿こげ〕点がきt）め 4三（，）l：’ L : /1~ ! ,j lご1/,) （ー に I ji':1J ,' 1 ＂けど i1i1gJ,
いたる土二んで混乱を主らけIi¥ぇ，》句、； L、守Jふり、













!Mh', , _ ・－ごi見.l1.1, ;・, 
しく L、〈〉けi・ -, -. 1、守ノユ二三物 'r.f(w,1,.!1) I l拝内i;t 
以上のぶには特に留意して：「矛情論jの














j¥_ (x n山 h,i」
以上川！
（！二j L 1¥f 治、司 このよ七士 1,¥: ,;(fとしごドic1レ）て、
L，う包 L中it:J J丹；tノりかえす）とひ r段jは「段階












































1fr1lfi I義・ 1'1!1i'詫・ '7(il可i
'.[9,寺中位打）ミ土いられだ IJ(l ＇占1~；，；に JU1Bすと〉イイβであ之，），
i_ i主任止りあげてみても、


















 モ沢東はり1;1.-現象形態i：「ヘ伝＼， ・JJ f品、へJ
l: .＿、らこと itを｛i.上J , -:- ，、とS；！汁「むit (L、／うヘ







と経／J¥il、それ－＂＿－ ,J,a，・：1，・ a--L勺,¥i 
(;i/('4［（／），；ふけ］！均寸＇t(J{il’bこJ巴払：Lう，：〉三｝、、－ －一、：＇.（、心手回全？に Jことか立1：，－と主 h乙いふ i
’－ ' ' とt一人仁｛，，
－（／）系列，r,
,f／行ぴ）：骨i極性と i土、しと～ハ
以i：の Hlil的汚俗を行なうことによっご~ －’土、，なる系＇iJと‘ a：・日， . a, 
-t＇長乎 Ji'(.主要手前のjilJ）面の構造企理解する!1111ーノの立味で（史われるけ
，）；にイ， f{f ，）） 日珠性・ 111 士、f性てある r小、；~i :1 Iえ！；土’Jミ
せの構造をみる
がで，＼tこO























E型巴~－＝L~；~~三 fI i !0'I :, カhな，・） t ;_ , U〕である。





Jilr庁；がjfにな v ；た i)～
ーを合｛本としてJ巴t/i＼したと



























l主家 ’ 百 l
















































.¥ 第 8 図
汗二B土日｛ B' －寸 i 
十一I! j ! 什一一一一i! : : 
l[ ~J l Jj 



















































九相 h：転化への移jJ 1，闘争性に上 d f亡Lか説けた手！行c/Jf¥1IJ1f1どは（りかかモデ／ししつ効用の；；；； ＇.＿；は，
1/J 1＇，乃ベニ i；： ゐことでふるっ とこんでこの似 IJ：依存もそのl誌の杓互転化の2 、、， {' J円Iう手応！治fでは，
闘争性は＇ t'Lて•J,i};f,1；であることに fr fJすれば，ヂ｝百円1;I,jfWJ1長1(f「，f](') ~{I 側面］／｜（牛方出［・諸J_yy伺），
通にし、え；工、相互依L、るとみ／なけ；／Lばなら II,,¥,)jif1i・双力!i ）といろ慨念がくり jf.s:. t長j場中弓~か‘
11¥/H衣作の｛活環を」貫性にお十rm転、化j
 
’’ 、？二（ ／こ 1えこれ t・::fifij-'fr、ハIJH系／J:l)n快；ごJtIr i，：.う、






1%~可九とこんが司第 ti 1・:<に L・, Cこバ） r 
ー〉じi：氷
れ－－；，勺
f i1 .'.;, 
;, '.I 'r （ど1ィ、うほとで七なかす J／ごめどが j i上
i要..JI主1良一J ノtiJ ,f’rn(!),i告iWlITfiと！－＇.：，17.TJ ト＇，月1 'I ・',) 
1,j ・t＇！：；のなかに闘争性かM:fを lご 1,1,jずの l~，j 係／J,しI）［どりIJc'. it,trn,J係t二1'J円の芯Wil而を ，／hり（／｝士ま；：
HJ対併のなかに絶対性があり，特殊性の心,j, lj、芯
肌μれれイイ百（！；1,Lf ftl ifとl.~' 」：↓）／乙ど）二：ご.t，り司
というfrt,な焼定で以さと〉カーに1i}iMt！：が4りる，'.:-1'.＇足(lilJifo・I七qfjl!IJ[f1；二［りJljLくJど何十る二土司
以上で「イ’J[ii命の構造j (Tl論理的解明はひと士, .: ,・i C /.・1 」'.i
iユLし叶1'.~·ご vJ Iこめに！おrh.，てJ；くか，すれえたけイイ百山浦/IUJ而じり1,J ・'iIと闘争1＇！：との以 i~; :¥i二
社象にそく LてJ凶！長するた主iJE沢東ぴ）総理士、係七 l阿倍Jこj明解でさらr第1()['XIを； ~· , ／υ願L、ょっ、つ




時t山東lニヒ，iIi tfi,J・ 一1い二：t JハI）；立Iよー／うある
という点であるc二二点、心iuづきするのた司、J；こと》 1%・:' ，、えif, l :t1可fl1J1li;)i I 1i{tミイf二抗




I l1't，沢しり,l('f干はすへ竹li!lf；主！秘文［イ， c,1；：， 、／.：，・'iI J＞第コ cri百：味；iHUL転化人： 6うヘIl] に＼ ・j 
かれらにはE沢東忠恕をj1Jlζ：：ミコー一二ストだ－；；；ラ彼支配階級ぐん心人i＇（；芝、／Jが文f"iLI:t 1・,ごいえ y土、




















にっとし、るj。~-, j,i,j{Wli百円l巳J係パーはしていi竹左，， ＇~） 械之： C cl: 
じえること Lてきりゾ〉〈点） .C:.:,l' ，，、主やわれわれには既そしI) I iやよし J・r'Iとiよjじjミ1,j 
t沢東ぴ1，潟県＂／心F》＂だれゾこん山， 11.L／；を l泣Isイた ））‘ チ！｛ ・け ，＇1 I. ~·,, <, ./1:ili:どれiId；｛ヒと・'iI ィ、：1,J
レをと「I;,; ;'., Ii主力（！） ! !KベiJ /J, IVJ ，・）か；これ》／こ，HI 1.ゐ中パ化ぴ〉企.0iJ:し／二巨＇tδ＜＇・，i,):, ' l-',jlJ/1 )J 
われわれはこの事実企 L
かとみつめ石とこ乃カミら Il発しなければならたレ











Selected Works of Mao Tse・tung、Vol.I, (For-
e1gn Languageドres,Peking 1965, Second Printrng, 
l川7).
誤訳 1. the principal contradiction and the 
princip札laspeじtof a 仁川1tradi仁tion、pp. 311司 :n1. 
(2カ所〕下線部は誤訳であり，次のように訳すべ
3だ。 the aspじじい ofthじprinじipal 仁川1tradictI•,n. 
誤訳 2.of th日 principal and non-principal 
cuntradic、tions社ndof the principal and the 11り日－
principal aspects of a contradiction, p :n7. ・1午線
叫が誤 ， J~ であり，次のように認すノ＼さ。 of the 
aspects uf the principal and th巳 non-prinじipal
contradictions. 
誤訳：，. The nature of a thing isιlctermi11cd 
mainly by the principal aspect of a contradiction, 




thじとすべき Cある。この一文を StuartR. Sじhr-
am, The Political Thought of Mao Ts -tungは
次のように正しく訳してL、る。 The quality of a 
thing i, determined mainly by the prinじipal
aspect of the contradiction that has taken the 
dハminantpositi川 l,p ［（附も円とも thenature of 
a thin区と the quality of a thingのし、す三オLが
（事物的「＇＼：質 Jに近し、／；，：こっνての判断；主わ／く
しにはつかない。




































「教条主義と経験主義、とりわけ教条J:2却 の 克 服
にあっfこことを確品dLておかなけjtばならない。
教条主義 j~ Ent{j二から；3.1午にかけて大きな主恵を
政ほ Lたことは開史の教えるとおりでふるか， l: 
沢東が 19:l,ij斗りl引1で二の事実を強；摘し亡 1，、るの
i工、 過去の誤 J 》た経験の総出としてそilが必要で
ふったという理山に基，jくどけでははくラ 主jiこ
lリ；l7f;.£C）時ιにおL、ても，教条主義と経験主義、土
が依然克服オノ＼き対象であ J Yたことを志、［！ま L-c ＇，、
とうっとすれば， 二tア）i寺d での教1ミ主i主．経験主i; i 











地位乙中！王｜」；＼..［！＿LI ；年的鳴片戦！f,' A 八九[JLJ年的







ぱけ帝U－！主義flI主］往附紋的J,1¥1, 1/ri·,i~' LLJ lJ~HIJil 
iJ ；お［叫iH妾i'r-J-:J1:i1;lH長W1l0丹to（地U-1¥<"i'(J民主IJ氏IL
j「l人民‘ 而不采取uH在行動， !if[{H',t 内；＇＼i¥;.f, J汚的n
\.}!J 尖針目 j 中同的辛亥革命戦争ー ~)L一四年至’
九二七年的if命戦争、一九二七年以後的十年士地
48 






































J 》 Eり、 中［le］民放にとって日本帝問主主主どの矛
盾が「主要〔な〕矛店j とな！？， それ以外、のすべ





































































































明は（3）の C ・ l) ・ E だけであるらじ •D•E i土
「一定の条件」を論理的に解明したとし、いうるで











//  ~ / ',,, 
y 、，
目玉［J.：.：［］主~ rf：記長J：~~ [;{IQ~J 
町田
－ p輔自白一一一ー一一ーー勾


















































































































的；二J巴握，＿＇； 4l二lぜ、るのーであ 1 て社会件学的分析と





















































































































































































a a1 a2 aδ 令 冒・ Hn・ 
b b, b2 b3 …… bn ・岨






































































































松村fこiJLアパ｝山で；土な＇・ '0 主Jr~1 本山版社j恨の邦訳
は例；lの「；：要的手店」企「基キ；的以手店Jとし
てし、るか（第三者：， 387ページ）， 1rg1;；享良によ）.l,｛工，
二 V)C:-C,V（ ；立「中 1~g側♂〕志向」によるものだといも〕




















ージ，また例4の i基本的j I 基本矛盾Jを外文出版社
阪はJ、ずれもはなもの.J.i'訳しているが 第2巻，



































































てイ1,fと十三 3た山でい年か ＇1ヒJ,l複数であ J 》 ζ
さしっかえなし、Jなどと述べているが， これは新
島の中間語の水準〔l:本語の水準げを暴露してい
る。 主沢東がここで f一種！と表現 Lたのは，
「有杵多的矛盾存在jのなかに主要矛盾が複数あ
ることを示唆したのではなく，複数の「複雑的事
物的発展過程j を想定してこうい－ ＇たの／プ。 〆〉士
り i海雑（Y.J事物l’r'.J発展過程」；士い〆ル、ろ岩〉るが，
そのいずれにも多くの矛盾があり， そのなかか九


























;¥ iρ7）、t、円以湾i'f.Ji↑用J 「決定的作用！ 士するイF
J丙をとり I＇，す概念なのであり， N数ーではありえた
ιL -J:，主イ’m・土してとり／1', L三 j,.j) Iうる惚数？
レーY J.  ＇‘ 
t/）仁J’Jト ＇1、 ：山「j C, J, 1・ 1 「i：ιi：をf，：千f行［をし
・ l_ti握。t: t.::U1 ,fなλ：n Pふんう（ '/cりゃい
新品説～7)批判；t口、l：で十分かと思われるので
ふるカ＇， 1h Iし二‘ ーしア）【／1：を指摘して.t，くれ
i1r.~br1 < 
ご fLi工 ：似オ三イ’・！行生.-~ i→ 矢口大〉 fl／；！ヤゴ〉千）吉
C !i'冗寸るさ、 v これは他(i).f・ n号をm定
L、！白山十「l守vこ強：！記号書；t・ゐ心.:,jjH－；干！丙に、
と判断を，： i ~一 t" （／）ごふる〆 L、－；.， , ;: .n: Lj防i勺／）
！（体的人.~·， rn.＇）特殊ドI Y土佐1F寸ふと：＼＇：. IJ, 
れる1既合1.，松本 ｛－ 1丙である、 二JLfこたL、しとし
要つ・m1t、 I z評判1')耳目J主j品t'iI （こ enJg；＇「，1> jf:.lf','I 
,t ‘ i辿m ニ l立 11if と v 、行））~ （「♂〕jf:H＇，ではな」、） 三（ド・
~' F.0をと .tj '._ C、 J 、士 I）、
u・1分析かれ7., Jたi出作で、
t,';iJ；；：的矛吊；二、




この節it新島の ib!: 汚L を；端的：：－i~L. 抗 l lこ
「他山矛析を規定 L, f也の矛rn，二強く影響する
｛）♂）を根本矛訂と規定するだけでは、 主要示前と
のlズりリカA t~ ,・ ♂ ＇IJミなし、 J 二円規定はで要イ，尽の説
日月と Lなり・7るのf二か c,, ni本手！訂を誤 p く以L
のごとく規定するとき可 根本っ干前 十要イァf百とな
らさるをえないのである行 う：τ り I•’々－， 】’一、 主要さっf’店iが特
殊性の分布「7,＂終 :l）った地点で論じ心tlるとし、うの
1, ;jQりであろ L 主要示后・ Ji主要っ刊行仕るr;,(J1J
はいう主でれたく矛店の特殊ti：にかかわら概念で










えたにすぎなし、ど L、うことは， 第 4章全体を注





＼ i主要：；子市 iと＼.＼、カゐえている。 これは毛沢
東f二t,:, 、て「根本示后j 「主要矛盾jが同仁
しわを指す二とを示すものであんう。／／それ I¥
c'l /tl{ftj(ニi士、「主要矛J{fJ とともに， 「基本矛Ji'I 
！と L、う， 「矛屑論1には出てこなかった概念をも
























































































第 2I土両者の相関関係をじ人れるj こ,I:であり，竹内実｛れ、う主でもたく松村 ム人の1t;J：千；ーであ
説明する論理の欠如（［盛大な手落ちJ）である。'r'i1 ハ『矛店前JE宅角fi＇.~ ノj 、 j 文京に~，バ、る；）•、
否で竹内の批評はIE；鳴を射ているであろうか。その文章 Eは卜を力HヌぐおきたL二／ト－＿ G'lでコ」 L
竹内の批評はその理解力の貧困を示すものある，，; t ,I'. -cf!: Ii :r li'1 ,)(i,U山町（ 1r;J: ご_ ) " eて！（『忠、！－J},(, 
第 l1/）論点；、二っし、てし、えばすでにわず（＇！」／；、 tn、史1969可4J）である什竹内はご三で止忠市 lr'fiJI究jt{












-I ,,h 1/）ぷ組。けt1 u 1 u・ 手情論rlflj！件下山十Jし；stでふる





これ，はいうま説明が法九ていると竹ー内はいうが，IW本［ドj:.r, liG ' 







てAI fど,jL；二百世間！ヰイ》ニ td,./Lt；＿ カ￥
「 ~.r’·fi'1ifi\iU ；二 i しt;. I ごし、＿；：， ，｝〕［二、
~iU リ l tう込f仁L‘＂
’たは；；命T平的には［段階jのJ志であることNI ;t, ，／.二点：t，・、 そU>j川弘I弘If.系t二， I 1，、て；見IJJ 1.•; Iよか
fどYri11が日c/みとれなかったことを｛！；白している人／ 1-l:i：大よ仁千i存じと LIi: i「jL iJ れら江、／二〆yう，.
くり返しになるが，論理的には「段階i
i過，JNJと「総本示)uJにかかわる
'tこわる。二tパ欠r再lへ：n.1 .；：，こ.rs浬、て｜品t'i'J= I JH.,j.:({.J利八一Jc'>,:k
ピ立 I去すと3うよlむが較fl!,~－きな L 、 ρ ；土
「過程Jにjよける
fり！が1存t，てL、ζ、こと
すく J Jざゴ）段 j存ーで；t, I j品位とのi三＿)jljが竹内にはわかf》ないqi過mJ「 j ：•要
を i過程（カテイ）Jと試むのは 1i英文（日u.',ch心口氏）Jな矛！古」んJ込，；1.nJI -~ AtごL、ることカ s人十 i】ふ‘；：， で
,;Jil,;)UであってrJ1!1訴の読み方ではない。［根本的イ’！1~ J, I 過程Jふん・＂1'i向上里とし亡、
E沢東l土第：t章で綬ふく；こ第三の論点であるが，てノ：itどし、.－） Iえ／］IJか、［主i主！なイイ古｜［段階j











ると •fc; えんれる c, ／／ 「研究提綱J(I；定義（「；！J;本
的な側面は，必ずしも発展の i導的似UI而ではないiを から根本矛后を把握し，どんう。〈過程の視点〉
く段階の悦・主＞から主要イサ吾を把握した毛沢東にと「矛fp論」 lcf，＼；二 L六、刀ミえるなさす 矢吹）は，












































































れが現代♂J社会構,i'，＇，に残す遺（ J;IbこJパ、て解明する仁＞イ J ドネシ
ア民俗社会の理解のためにC>インドネシア慣習法共同体の諸様
相仁＞ { y ドネシアの都市 J村落についての覚書仁〉イントネゾア
の社会構浩一一地域刈研究C>土地肯IJ度史と土地改革
アジア経済出版会発売
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